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II. 成果の概要（総括研究報告） 
 

 研究開発代表者による報告の場合 
 
平成 28 年度は、4 つの研究課題について以下の成果を得ることができた。 
まず依存症分野の研究では、全国 8 箇所の依存症専門病院で治療を受けた危険ドラッグ関連障

害患者の治療転帰を調査し、依存症専門医療機関におけるガイドイランの骨子を開発した。次い

で、精神科救急分野の研究では、全国 10 箇所の精神科救急病棟において入院治療が行われた危

険ドラッグ関連精神障害者の後方視的個別調査を行い、危険ドラッグをはじめとする物質使用

障害による急性精神病状態に対する治療ガイドラインの骨子を作成した。また、一般救急分野の

研究では、全国 85 施設の救急医療機関に救急搬送された危険ドラッグ関連障害患者を対象とし

て後方視的調査を行い、一般救急医療現場における危険ドラッグ関連精神障害患者治療ガイド

ラインの骨子案を開発した。さらに法医学分野の研究では、平成 24〜26 年の検案・解剖を行っ

た危険ドラッグ関連死事例の心理社会的特徴を検討するとともに、遺体から検出された使用薬

物の調査を行い、検出された成分と剖検所見の特徴を解析した。 
 
In this annual year, we have completed to develop the points of the treatment guidelines for 
new psychoactive substance (NPS)-related disorder in the addiction, psychiatric emergency, 
and general emergency field, through reanalysis of the researches on patients with NPS-
related disorder, which were conducted in different three fields in last year.  The forensic 
medicine study on the “NPS-related death” has also been continued.  
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